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大精卵 30年 3月20日(ー)

長
崎
勝
主
催
の
も
と
に
市

内
各
小
串
校
か
ら
、
選
ば

れ
柁
靖
関
の
遺
児
八
名
が

九
同
よ
り
六
日
間
、
ま
た

勝
遺
族
会
主
催
の
も
の
に

市
内
戦
残
者
の
遺
家
旋
回

十
七
名
が
、
九
日
よ
り
九

日
間
の
予
定
で
靖
国
紳
枇

参
拝
陀
出
裂
し
た
。

(
繭
祉
事
務
所
ぱ

〔
馬
民
は
、
大
村
際
頭

で
、
市
長
代
理
永
回
収

入
役
か
ら
挨
拶
を
受
け

る
遺
児
建
〕

高
見
米

一
氏
の
御
遺
族
高
一
務
局
に
備
付
け
、
永
く
故
一
公
民
舘
で
行
わ
れ
た
鯨
下

見
ツ
ル
夫
人
か
ら
脊
食
返
一人
の
遺
徳
を
偲
ぶ
こ
三

k
一青
年
産
業
振
興
犬
会
に
於

し
と
し
て
大
時
計
二
台
を
一
紅
っ
た
。

一て
、
第

一
位
に
入
賞
L
党

寄
贈
3
れ
た
の
で

、

中

央

一

ハ

敬

育

毛
員
官
)
一
鈴
田
青
年
開
の
赤
川
克
之

公
民
舘
と
敬
育
委
員
曾
事
一

一
君
は
、

一一
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十
五
恒
よ
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一日
間
、
東
京
都
日
本
青

年
会
舘
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
出
場
。
た
め
、
十

三
日
、
上
京
し
た
。

ルウンコ
ル
…
毎
年
間
民
の
抗
日

〈
子
供

の
日
d

を
中

や

爪

心

K
、
金
閥
的
に
繰
り
展
け
ら
れ
る
見

も

l
叩
童
繭
枇
週
間
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し

北川三
11
て
、
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
が
行

わ
れ
、
母
子
街
中
思
想
の
普
及
に
、
多
大
の
効
果

を
翠
け

つ
L
あ
り
ま
す
が
、
本
州
糊
陀
お
い
て
も
、

三
れ
に
参
加
す
る
た
め
失
の
要
領
で
、
選
抜
予
選

を
実
施
す
る
こ
と
に
在
り
ま
し
た
。

該
営
者
は
、
奮
っ
て
御
参
加
下
さ
い
.

q
検
診
月
日
・
:
昭
和
コ
二
を
選
定
し
、
健
康
診
断
夜

十
年
コ
一月
二
十
六
日
午
一
本
人
馬
質
「
キ
ヤ
ピ
ネ
型

前
九
時
よ
り
十
一
時
ま
一
全
身
直
立
正
直
裸
像
」
を

σ

一
添
付
し
、
本
月
末
日
ま
で

。
一
該
嘗
者
:
昭
和
二
十
一
に
牒
結
核
保
健
課
に
提
出

台
年
三
月
一
百
よ
り
三
十
一
す
る
。

一
目
ま
で
の
忠
克

一

l
じ
恨
除
問
生
き

@
場
所
;
・
大
村
保
健
所

一全
国
大
会
へ
出
場

⑮
選
抜
要
領
:
・
保
健
所
に
一
産
業
青
年
振
興
の
赤
川
君

於
て
、
各
市
町
村
よ
り
選
一
郷
土
振
興
の
原
動
力
三

出
さ
れ
た
男
女
各
一
名
。
一
在
る
青
年
の
旺
盛
な
研
究

優
良
児
の
診
査
表
に
基
い
一
心
を
盛
り
上
け
る
た
め
、

て
、
最
優
良
児
男
女
二
名
一
去
る

一
月
三
十
日
、
中
央

振
っ
て
参
加
下
さ
い

均
日
・
大
村
保
健
所
で
検
診

!
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ブ
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ル
へ
移
民
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:

終
戦
後
、
第
二
回
の
海
外
移
民
と
し
て
諏
訪
郷
榊

原
普
士
口
氏
外
家
族
六
名
が
、
十
八
日
ブ
ラ
ジ
ル
へ

出
費
し
主

L
た
。
市
で
は
十
四
日
十
時
、
批
行
会

を
行
い
市
長
か
ら
記
念
品
を
賄
呈
し
ま
し
た
。

ハ
稿
祉
事
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所
ゾ

大
村
捜
ま
つ
り
開
幕
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例
。
大
村
棋
祭
り
は
、
来
る
一一一
月
二
十
五
日
か

ら
、
同
月

μ
日
ま
で
、
犬
村
観
光
協
会
の
主
催
で

戎
の
通
り
諸
行
事
を
取
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一
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十
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行
3
れ
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雲
南
曾
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員
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凶
月
三
十
日
執
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…
お

一
行
さ
れ
る
市
議
曾
議
員
選
阜
、
市
教
育
委
員
会
委
員
楠
欠
選
皐
に
つ

一一

月

一
い
て
、
主
と
し
て
候
補
者
に
在
ろ
う
と
す
る
者
を
対
象
佐
、
ご
よ

一
…
1

03

一
り
説
明
食
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

り
日
時
・:=
月
二
十
五一

月

末

ま

で

申

込

一日
ま
で
、
全
農
場
に
採
用

一

目

ハ金
曜
日
〉
午
後
二
軍
告
書
重
採
重
の
技
一
蹴
を
提
出
す
る
こ
と
。

一
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一

L
S
Z
T
幸
一
出
陣
式
そ
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他
‘
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白
』場
所
市
役
所
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議
一
弥
一
練
習
生
を
募
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一
林
課
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合
せ
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3
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集
技
術
掛
川
習
生
一

ハ

農

林

課
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一日
締
法
的
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同
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持
鰐
諸
問
石
町
制
削
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選
管
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務
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に
お
い
て
配
一
々
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農
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し
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見
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。
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挙
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多
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功
績
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た
故
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育
委
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》

四
月

忠
霊
塔
の
慰
霊
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二
十
五
日
十
時
か
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執
行

長
崎
勝
殉
閥
慰
護
奉
賛
会
大
村
市
支
部
主
催
に
よ

り
、
左
記
の
通
り
職
残
者
の
慰
盤
祭
が
執
行
さ
れ

ま
す
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第
二
回
燃
下
消
防
ポ
ン
プ
扱

法
犬
舎
は
長
崎
勝
、
並
に
長

崎
勝
消
防
協
曾
北
ハ山間
の
下
陀

去
る
十
三
日、

長
崎
市
で
開

催
さ
れ
、
大
村
市
か
ら
参
加

し
た
第
ヤ
二
分
閤
〆
松
原
地

区

・
分
園
長
七
山
巽
氏
外
国

民
じ
名
)
は
美
事
に
優
勝
の

柴
山
砧
た
獲
得
し
た
。
記
鍬
は

二
十
九
秒

}
で、

二
O
一二
点

問
の
好
成
簡
で
あ

っ
た
。

〔
総
務
課
泊
防
係
〕

庖 タ
バ
コ
は

タ
市

内

の

で
買

い

ま

し
よ
う
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政
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末
永
、3.d
市
民
の
幸
一附
期
す

昭
和
三
十
年
度
予
算
案
、
ー
ハの
他
みに
事
渇
す
るご
一月
定
例
市
混
合
ば
、
去

る
九
日
か
ら
招
集
さ
れ
だ
が
、
何
日

η
九
日
午
後

一
昨
か
ら
、
犬
付
市
長
は

昭
和
コ
.
十
年
度
の
)
般
施
政
'万
針
に
つ
い

て
の
演
説
を
げ
い
、
一
一
時
凋
徐

に

亘
っ
て、

市
財
政
の
現
欣
か
ら
赤
字
克
服
の
方
策
、

一二
十
年
度
予
算
編
成
の

方
針
三
予
布
茶
の
間
要
、
設
び
r~
鴻，
柿
改
革

ο方
針
等
に
つ

い
て
、
詳
細
な

説
明
左
行
っ
た
。
以
下
、
そ

っ
要
旨
で

あ

る

。

ハ

秘

持

鴻
時
間
報
係
》

切
に
市
民
の
協
力
を
要
唯
一

市
長
の
一
施
政
方
針
演
説
要
日
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一
員
の
志
筑
を
配
喪
し
去
を

そ

れ

に

伴

う

欠
陥
一
衛
生
管
理
の
増
強
、
就
中
一
り
ま
し
て
、
此
に
問
、一

瞬
一
管
パ
ス

に
対
し
て
は
て
年
後
陀
約
五
一
協
の
牧
一般
一
方
商
の
御
同
意
を
得
る

一

い

の
ほ
誠
吃
遺
憾
に
作
一
る
曜
業
一
敬
宵
研
究
後
一宇
佐

-鹿
児
唱

え
な
い
三
こ
ろ
で

号
一
置

の
低
下
を
伴
う
、
お
そ
一
は
融
通
あ
え
係
制
の
一
疾
病
の
予
防
に
は
、

一
段
一
市
民
皆
様
の
御
協
力
に
一
市
内
巡
時
三
運
行
を
一
の
昆
通
し
が
あ
り
、
犬
村
一
に
そ
な
か
っ
た
結
果
一
り
ま
す

d

土
地
改
良
旦
計
画
す
る
外
・
小
昌
三
あ
り
ま
す
。

s占
れ
も

あ
り
ま
す
し
、
ま
た
一
採
用、

西
土
問
庁
、
土
の
努
力
を
傾
注
す
る
と
共
一
対
し
、
深
甚
な
る
謝
意

一

増
加
し
、
ま
だ
凶
彼
航
一
滑
の一

月
か
ら
一一一
月
ま
で
一
此
の
額
も
昨
年
よ
り
百
一
業
つ
指
導
援
助
に
は
十一

つ
理
科
施
設
、
及
ひ
壌
と
本
事
業
ぽ
市
民
の

悌
↑
一
商
、
市
民
に
迷
惑
を
及
一
務
の
分
担
恥
町
一
絡
川
，
職
一
一
一
に
、
一
日
一、
将
来
に
隈
つ
一
を
表
す
る
と
共
に
、
今

一
路
に
つ

い
て
は
、
を
の
一
の
漁
場
品
川
散
期
の
対
策
。
一
万
閲
の
減
額
は
致
し
た
一
分
の
努
力
を
い
た
オ

健
一
闘
雲
仙

心
轄
備
に
考
慮
を
一
健
康
心
保
持
九
h

一
隠
す
三
I
C

も
考
え
ら
れ
ま
一
研
修
に
よ
る
能
力
向
上
一
た
左
ら
ば、

そ
の
快
復
を
一
年
ほ
是
非
と
も
、
目
的
一
必
要
性
と
綬
-
惣
誌
を
一
一
助
言
在
る
も
の
と
確
信
一
夜
唱
で
あ
め
ま
す
が
、

一

悟
で
あ
り
ま
す
。
一
抑
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
一

を
た
現
夜
、、ノ
医
療
貨
が

す

の
で
、
之
が
霊
地
番
一

等
の
方
策
に
よ
っ
て
補
一
速
か
に
す
る
こ
と
に
意
を
一
の
完
遂
在
朝
し
た
い
と
一
割
案
し
、
業
態
の

一

元

一

し

て

お

り

を

す

。

一

大

部

分

が

人

件

費

で

あ

一

一

次

育

費

…
一
車
校
の
保
健
術
主
し
に
つ
い
↑
高
い
三
と
か
ら
え
れ

一
つ
て
は
、
此
等
の
弊
害
が
一
う
計
重
で
あ
り
ま
す
。
一
用
い
た
い
主
忠
っ
て
お
り
一
思
い
ま
す

ο
で
、
今
後

一

化
に
努
力
し
、
以
て
外
一
ま
た
「
な
ま
乙
」
の
計
一
り
ま
す
閥
係
上
、
こ
れ
一

…
J
U
j
i
j
i
-
一
て
は
法
注
怠
を
仰
い
給
一
も
、
極
め
て
重
要
な
も

一
起
ら
左
い
よ
う
吃
職
員
。
一
ま
た
本
機
帝
丈
革
が
歳
一

ま
す
。

一
一
滑
り
御
協
力
の
程
左
一

客
の
誘
致
、
常
一
一び
に
市
一
回
的
増
産
に
も
、
一
居
一
以
上

の
減
額
は
困
難
で
一
教
育
費
の
縦
一
制
は
一

一千
立
一
食
仏
力

加、

及
び
便
附
一

D
で
あ
り
ま
す
の
で
、

一
待
遇
、
配
置
、
機
構
、
共
一
入
園
の
増
州
子
目
的
一
一
千
九
年
に
於
℃
、
三
御
願
い
致
し
ま
す
。
一
民
交
通
の
使
を
計
り
た
一
努
力
し
た
い
と
考
え
て
一
あ
り
ま
す
。
一
百
六
十
万
問
で
、
二
十
九
一
汲
皐
費
を
新
設
い
た
し
ま
一

直
営
診
療
晦
設
。
損
充

一
の
他
、
管
施
の
方
法
等
に
一
'
と
し
て
お
り
ま
す
O
で
一
デ
ル
衛
生
も
金
市
の
四

一

な

お

電
力

の
誘
致
一

い
と
考
え
ま
す

。

一

お

り

ま

す

。

一

主

食

で

あ

る

米
の
生
産
を
一
年
度
現
計

F
り
一
千
凶
百
一

七
た

。
北
ハ
コ
他
、
青
年
圏
一
整
備
と
相
侠
っ
て
、
そ

一
就
て
は
、
万
全
た
期
し
た
一
市
税
、
保
険
料
の
徴
牧
一

0
%以
上
の

空

地

が

で

一

一

ま

た

霊

附

局

局
舎
の
改
築
一
観
光
関
係

に
お

い
一
図
る
た
め
児

、
病
害
虫
の
一
万
闘
の
減
額
と
な
っ
て
お
一
婦
人
閣
一
昨
火
び
部
落
公
民
一
の
振
興
を
朗
タ

る
計
画

一

ぃ

院

計

五

一

軒

M
M
f酬
の
他
十

一

託

制

持

す
る

認

一

以

前

記

軒

問

一

許

諾

認
同
一
て
は
、

本
年
度
は
財

政

上

一

性

五

銭
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一

出

足

時
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時
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般
奮
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各
費
自
に
就
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一
川
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出
山
崎
町
一
一
都
民
間
同
四
台
一
夕
日
程
伝
一
詰
詩
川知日
一間信
h
d
T

待
れ
一
例
刊
誌
Y

山
一
寸
刊
は
い
出
れ
十
町
一
新
日
れ
向
日

一

円

一

-

3
れ
ま
し
た
し
、
ま
た
一
体
染
病
棟
の
完
成
に
伴
一
と
が
、
極
、め
て
必
要
で
あ
一
於
け
る
師
養
殖
事
業
に
一
の
施
設
の
整
備
を
、
期
し
一
い
と
存
C
ま
す
。

一

授
に
於
て
二
百
べ
十
六

一
合
。
設
包
を
見
三
で
あ一

0
%以
上
、

h
遡
る
予

ょ
一

…
土

木

費

一
一

鈴
田
川
、
犬
上
戸
川
の一

ぃ、

之
が
処
理
、
運
用
一
り
ま
す

の
で
、
此
の
点
吃
一
閥
し
、
奥
に
燃
水
産
部
一
度
い
と
存
じ
ま
す

Q

一

畜

産

関

係

に

於

一

名
の
生
徒
、
児
童
が
噌
一り
ま
す
。
こ

2
従
来
、
一
定
E
あ
り
ま
す
っ
で
、

だ

7
0橋
梁
、
河
川
;

一

日

退

問

日

立

川

訪

れ

れ

尚

一

円

、

用

い

た

い

と

思

い

ま

一

許

認

諾

一

農

林

費

一

了

は

勝

家

畜

産

保

健

衛

一

川

駐

日

記

一関

心

山

崎

山

花

盟

諸

民

間

同

一
況
そ
眺
め
ま
す
時
、
共
の
一
度
に
、
そ
の
賞
現
に
就
一
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
一
昨
年
末
は
、
商
工
会
議
一
之
等
の
育
成
に
努
め
、
一
農
業
の
振
興
は
、
田
困
一

生
所
が
開

設

せ

ら

?
一

0
、

2
2の
増
加
一
一
一
心
医
師
町
料
、
川
崎
ゃ
町
一
一
一
九
討
問
問
持

政

一

整
備
の
欣
態
は
基
だ
不
充
一
て
強
力
陀
推
進
致
し
た
一
の
積
極
的
な
御
協
力
を
一
所
内
吃
金
融
相
談
所
を
一
将
来
に
於
け
る
市
内
漁一

都
市
と
し
て

の
大
村
市
一

運
び
と
な
り
ま
し
た
の
一
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

F
r
M化
し

ま

し
れ
o

一

一
分
で
、
中
に
は
危
険
な
も
一
い
と
思
い
ま
す
口

一

御

闘

い

致
し
ま
す。

一
設
け
、
勝
一
信
用
保
証
協
一
業
の
基
盤
を
確
立
す
る
一
に
於
き
ま
し
て
は
、
特
一
で
、

之
が
利
用
を
徹
底
一
・

2
準
備
は
完
成
致
し

一

点

し

一

な

け
灼
ば
主
ら
ぬ
次
第

市

一

Z
散
見
い
究
し
ま
す
し
一
二
十
九

年

度

陀

於

て

珠

定

一

一

会

の

保

証

等

に

よ

る

融一

三
と
に
努
め
た
い
と
川
山
一
陀
重
閥
し
て
参
っ
て
い
一
す
る
三
共
吃
、
本
年
ほ
一

f

i

r

、
そ

の
反
刷
、
負
旦

Eμ
り
ま
す
。
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川
市
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一
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一
一
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訪
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制
一
部
誠
一
一間
一一市町
一部
部
川
一
品
目
比
四
町
一
山
を
一
日
川
市
川
院

大
一
費
を
捻
同

し
て
、
時
り
一
の
で
、
本
年
は
、

更
に
之
一
に
雲
、
極
め
て
重
要
で
一
信
用
保
設
協
会

の
保
証
一
殖
竹
内
施
す
る
議
定
で
一
林
費
は
八
百
十
五
万
止

林

業

費

拡
一一百一

詑

の

性

格

た

明

ら

か

に
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一
の
は
水
道
の
本
管
を
諏
選
、
及
び
科
部
ひ
が
あ
り
一
査
は
、
二
十
九
年
礎
を

一①

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

-は
、
人
作
貨
を
始
め
各
聞
を
達
成
す
る
の
で
あ
り
一

①

公
盆
質
屋
に
つ
、
て
八
万
闘
と
致
し
ま
し
た
。
一
財
政
に
於
て
、
且
つ
目
下

一

②

水
道
金
計
に
つ

一
説
上
り
珂
大
村
小
事
校

一
三
れ
が
一一

十
一
年
度
ま
で
一

一明
干
を
と
し
て
証
晦
す

一

事
業
に
つ
い
て

一
陀
一号
担
度
に
経
費
と
町

一

ま
す
。
従
っ
て
赤
字
財
一
二
十
九
年
度
に
れ
る
一
尤
も
此
の
繰
入
金
は
年
度
一
の
闘
家
経
済
的
不
況
の
渦

町

一

い
て
予
算
綿
舗
は
一

一
一
前
ま
で
約
二
百
米
延
長
~号

d

ま
す
の
で
、
そ
の
時

一

る

さ

す

あ
り
ま

ノ
と一

一
一
十
九
年
度
宗
一
事
業
一約
1
利
接
金
を
以
て
約
三
一
政
下
に
於
て
は
、
広
今
回
一本
命
計
は
、
問
ね
順
調
に
一
初
頭
に
行
い
年
度
末
K
は
一
中
に
あ
っ
て
こ
の
緊
蹴

(

一

千
八
十
八
力
円
で
、
一

一
一
し
て
小
串
校
附
近
の
泊
↑閉
ま

で
は、

・

5
託
事

i
一
穴
、
色

々
。
咽震

で

実

一ば
符
消
不
況

足

閃

し
て
一百
万
闘
の
公
内
閣
費
と
、
七
一
計
の
利
益
陀
期
待
す
る
一
運
営
さ
れ
、
宮
山
金
庫

t
了
般
会
計
に
繰
出
す
こ
と
一
予
算
を
最
も
有
効
に
低
周

一

十
九
年
度
と
大
事
な
く
一
火
栓
二
個
宇
佐
新
設
い
た

一
の
償
問
問
は
出
来
泣
い
渋
川
一

地
じ
得
、
ま
せ
ん
で
し
た

一営
初
計
両
乃
利
益
を
、

あ
一百
万
闘
の
圏
直
納
金
の
遇
一
こ
止
が
大
で
あ
め
ま
す
一
し
て
相
常
の
成
績
を
あ
け
て
を
〈
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も
の
?
あ
め
ま
す

一
し
、
大
村
市
健
全
財
肱
む

と

記

日

刊

行

子

お

い

て
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約
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駐

車

設
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住

民
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日
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訪
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計
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郡
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軒

計
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ら
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宮
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勝

叩

一
日
一
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探
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制

竺
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事
業
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な
る
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円
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す
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債
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償
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並
び
に
水
道
峨
張
の
調
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ま
す
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て
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ま
す
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-A干
し
安
門
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般
曾
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一
し
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確
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在
る
利
径
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見
一
は
最
少
限
の
目
標
で
あ
一
借
入
金
の
返
済
を
考
え
全

一

で、

ご一
十
年
度
に
於
て
一
問
、
海
身
の
現
を
接
っ
て

利

一

陳

情

処

理

状
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話

箱

一

一

十
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に
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い

一

す
る
計
画
で
あ
め
ま
す
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一
法
を
も
検
討
し
て
、
そ

一
ま
す
の
で
、
昨
年
の
一
般
一
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一
ニ
十
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当
一
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処
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快
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入
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関
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述
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検
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岡
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を

、
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